
様式例第4号の9

飯能市農業委員会会長　殿 令和5 年 4 月 1 日

☑ 譲受人 飯能　〇郎 ☑ 譲渡人 株式会社〇〇不動産
☐ 借受人 ☐ 貸渡人 代表取締役　△△　△男

下記のとおり転用のため農地の権利を設定又は移転したいので、農地法第5条第1項第6号の規定により届け出ます。

１．当事者の住所等
当事者の別 氏名

☑ 譲受人

☐ 借受人

☑ 譲渡人

☐ 貸渡人

２．土地の所在等
土地の所在 地番 登記簿 現況 面積 備考 土地区画 街区画地地積

飯能市 地目 課税地目 (㎡) 整理事業 番号番号(㎡)

〇-1 1

☐ 双柳南部 〇-1 10

☑ 笠縫

☐ 岩沢北部

☐ 岩沢南部

３．権利を設定し又は移転しようとする契約の内容
権利の種類 権利の設定、移転の時期 権利の存続期間

☑ 所有権 ─ ☑ 移転 ☑ 受理通知後から ☑ 永久

☐ 使用貸借権 （　　　　　　　）売買 ☐ 　　　年　月　日から ☐ 　　　年　月　日まで

☐ 賃貸借権 *売買等の譲渡の別

☐ その他(　　　　　　)☐ 設定

４．転用計画 ５． 転用することによって生じる
転用の目的 工事着工 令和5年　7月　1日 付近の農地、作物等の被害の

☑ 一般個人住宅用地 工事完了 令和5年　10月　1日 防除施設の概要

☐ その他の住宅用地 棟数 計 棟
(　　　　　　　　　　　　) 施設面積 計 ㎡

☑ 共同ゴミ置場用地 ☑ 公共上水道

☐ 駐車場用地 ☑ 公共下水道

☐ 資材置場用地 ☐ その他

☐ 他事業工事に係る一時転用
(　　　　　　　　　　　　)

☐ 上記以外の用地
(　　　　　　　　　　　　) 号

記載要領
１． 関係者が法人である場合には、「氏名」欄にその名称及び代表者の氏名を、「住所」欄にその主たる事業所の所在地を、「職業」欄にその業務の内容をそれぞれ記載する。

２． 譲渡人が２人以上である場合には、申請書の差出人は「譲受人何某」及び「譲渡人何某外何名」とし、申請書の１及び２の欄には「別紙記載のとおり」と記載して

申請することができるものとします。この場合の別紙の様式は、次の別紙１及び別紙２のとおりです。

３． 「転用の目的に係る事業又は施設の概要」欄には、事業又は施設の種類、数量及び面積、その事業、又は施設に係る取水又は排水施設等について具体的に記入する。

代表取締役　△△　△男

大字川寺字〇〇 ××番× 畑 畑 300 290

農地法第5条第1項第6号の規定による農地転用届出書

飯能　〇郎

株式会社〇〇不動産

大字川寺字〇〇 ××番× 畑 畑 5.3
持分6分の1所有
権移転

5

以下余白

　　合計 305.3 　仮換地指定　　合計 295

その他の記載事項

　届出者又は代理人が所管課へ下記を確認しました。 　畑小計 305.3 　仮換地指定　畑小計 295

設備
利用

　本人が申請する場合及び法律で定めのある場合
を除き、行政書士でない者が業として官公署に提
出する書類を作成することはできません。開発許可を要しない転

用行為にあっては都市
計画法第29条の該当号

住所

☑本届出に生産緑地の指定なし

1 設置内容

90

行政書士名
(　　　　　　　)

行政書士法第一条の二、および第一九条

特になし

　田小計 　仮換地指定　田小計


